
吸着・抽出・変換
の全部で４種類の

ケーススタディーを実施

適用の際の課題も
明らかにし、研究を継続中
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データ科学による化学プロセス設計の高効率化

背 景

成 果

期待される効果

企業において、経験や勘に頼らない、より早く無駄の少ない化学製品の製造に活用される。

化学製品の製造工程では、多くの製造条件を最適化するために
時間と手間がかかる。データ科学を用いて高効率化したい。

１ ２データ科学の導入 ケーススタディーによる高効率化の確認

抽出量固液比時間温度溶媒Ｃ溶媒Ｂ溶媒Ａ

0.2670.5390750.180.420.40

0.1600.71170500.650.060.29

0.2480.87170250.220.580.20

0.2570.1210250.080.650.27

0.4050.29120500.000.990.01

0.3650.82140500.180.330.49

0.2980.92120250.230.400.37

0.1640.64170500.440.010.55

0.3210.3570750.310.510.18
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AIと実験の併用による
機械学習モデルの構築と検証

数十回の実験で過去の抽出量と
同等以上となる条件を複数発見

過去の抽出量上限
ニンジンからの

抗酸化性物質の抽出

混合溶媒組成（例）
・溶媒 A ：50 %
・溶媒 B ：30 %
・溶媒 C ：10 %
勘と経験では到達できない

高効率な抽出溶媒の組成を発見

…

データ科学※を活用することで
無数の実験条件を削減して最適化

無数の実験

が必要

データ科学

の活用

実験条件の

削減

実験値 実験回数

抽
出
量

※データ科学：機械学習や統計などを活用して
大量のデータから有用な情報を得る技術

予
測
値
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問い合わせ先：工業試験場 ものづくり支援センター 技術支援部 電話：011-747-2345


